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難
親
和
岩
見
沢
に
滞
在
し
創
作

【
岩
見
沢
】
市
内
に
滞
一
在
し
な
が
ら
、
創
作
活
動

を
し
て
い
る
大
阪
府
枚
方

市
在
住
の
画
家
伊
吹
拓
さ

ん
（
4
2
）
と
、
要
で
陶
芸

家
の
尚
子
さ
ん
（
坐
の

「
二
人
屡
」
が
、
市
内
2

西
5
の
味
処
小
川
で
週
末

限
定
で
開
か
れ
て
い
る
＝

写
真
＝
。
観
覧
無
料
で
、

油
絵
と
陶
芸
の
異
色
の
競

演
を
楽
し
め
る
。

伊
吹
夫
妻
と
長
男
の
普

く
ん
（
9
）
は
「
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ

デ
ン
ス
I
N
岩
見
沢
」
（
実

行
委
主
催
）
で
7
月
2
5
日

～
8
月
1
1
日
ま
で
市
内
で

創
作
活
動
。
拓
さ
ん
は
大

型
の
ひ
し
形
の
作
品
な

ど
、
尚
子
さ
ん
は
陶
器
を

作
り
、
1
2
日
か
ら
月
末
ま

で
ま
な
み
ー
る
に
展
示
す

る。

小
川
に
は
、
拓
さ
ん
の

絵
画
8
点
と
尚
子
さ
ん
の

陶
芸
2
6
点
を
展
示
。
拓
さ

ん
は
刷
毛
や
へ
ラ
な
ど
を

使
っ
て
描
い
た
色
鮮
や
か

な
油
絵
の
抽
象
画
を
、
尚

子
さ
ん
は
花
柄
や
動
物
な

ど
を
あ
し
ら
い
、
か
わ
い

い
く
仕
上
げ
た
器
を
出
品

し
て
い
る
。
互
い
の
作
品

が
映
え
る
よ
う
配
置
に
も

こ
だ
わ
っ
た
。

今
後
の
開
催
日
は
日
、

1
2
、
唯
1
9
日
の
4
日
間
。

時
間
は
正
午
～
午
後
4

時
。
l
S
1
9
両
日
は
伊
吹

夫
妻
が
来
場
予
定
。
拓
さ

ん
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
感
じ

方
で
感
じ
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
話
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、

二
人
展
を
企
画
し
た
サ
ー

パ
ル
コ
ー
ヒ
ー
（
Ⅲ
0
9

0
・
5
9
8
7
・
0
⊥
3

5
）
へ
。

【末永直樹】

今
橋
さ
ん
特
別
企
画
展

3
7
点
の
日
本
画

を
楽
し
ん
で
ね

【
岩
見
沢
〇
両
肉
在
住

の
日
本
画
家
・
今
橋
香
奈

子
さ
ん
の
作
品
を
集
め
た

特
別
企
画
展
が
、
市
絵
画

ホ
ー
ル
で
開
催
中
＝
写
真

＝
。
1
0
日
午
後
2
時
か
ら

は
今
橋
さ
ん
を
囲
ん
だ
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
を
予

定
し
て
い
る
。

⊥
9
7
9
年
生
ま
れ
の

今
橋
さ
ん
は
、
運
慶
で
2

0
0
⊥
年
に
新
人
賞
、
0
5

年
に
佳
作
賞
、
1
2
年
に
会

友
賃
を
受
賞
。
道
教
職
員

美
術
展
で
は
絵
画
の
部
で

1
0
、
日
年
の
2
年
連
続
で

特
選
に
選
ば
れ
た
。

市
内
で
の
個
展
は
今
回

が
初
め
て
。
初
期
の
作
品

や
青
を
基
調
に
し
た
人
物

画
、
実
子
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
最
近
の
作
品
ま
で
3
7

点
を
展
示
。
今
橋
さ
ん
は

「
い
ろ
い
ろ
な
表
現
方
法

．あ

、
㌔
噛
岬


